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情
報
化
社
会
は
ど
う
展
望
さ
れ
て
き
た
か

未
来
論
か
ら
現
実
論
へ
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ー＿―
ndustrial
A
g
e
か
ら
一
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
A
g
e

へ

18
世
紀
か
ら

19
世
紀
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
起
き
た
産
業
革
命
(Industrial
Revolution)
に
よ
り
、
世
界
は
大
き
く

変
貌
し
た
。
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
名
誉
教
授
に
よ
る
長
期
経
済
統
計
で
世
界
の
経
済

史
を
振
り
返
る
と
、
産
業
革
命
に
よ
る
「
工
業
化
」
を
境
に
経
済
成
長
率
が
大
き
く
高
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図

表
2

—

1
)。
そ
れ
以
前
の
世
界
は
、
1

人
当
た
り
G
D
P
(
1
1生
産
性
）
の
成
長
率
が
コ
ン
マ
以
下
で
、
「2
倍
豊
か
な

社
会
」
の
実
現
に
は
数
百
年
を
要
し
た
。
西
暦
1
5
0
0
年
か
ら
工
業
化
が
本
格
化
し
始
め
た

1
8
2
0
年
ま
で
の

世
界
を
み
る
と
、

1
人
当
た
り
G
D
P
の
成
長
率
は
年
率
0
.
1
％
前
後
で
あ
り
、
「
2
倍
豊
か
な
社
会
」
の
実
現
に

は
、
西
欧
で

4
6
2年
、
日
本
で

7
7
0年
の
歳
月
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

1
世
代
を
約
30
年
と
す
れ
ば

15

世
代
か
ら
25
世
代
と
い
う
時
間
軸
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
産
業
革
命
で
工
業
化
の
波
に
乗
っ
た
日
米
欧
で
は
、

1
人
当
た
り
G
D
P
が
年
率
1
％
台
半
ば
か
ら

2
％
程
度
成
長
し
、
「
2
倍
豊
か
な
社
会
」
が

2
ー

3
世
代
で
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
子
や
孫
と

い
う
「
生
存
の
時
間
軸
を
共
有
で
き
る
世
代
間
隔
」
で
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
伝
統
や
習
慣
が
大
き
く
変
化
す
る
時

代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

ー

一
気
宇
壮
大
な
発
想
の
情
報
化
社
会
論

I 060 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



［図表2-1l生産性上昇率の世界史
2.5竺
□世界 日西欧 □ 日本

2.0 I--------・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・.... ---・----------------・ ・-.. ・ ・ ・ ・ ・--------------・ ・ ・ ・ ・ ・1 93・ ・ ・ 

1.Q" ——------- --- -------------------------------- -- --· · --·----- ---

0.5・-------------------------------------------------------------

0.0 

-0.5 

0.00 _ _(l.Q_1 
-0.01 

西暦0-1000年 1000-1500年 1500-1820年

出所： Maddison (2001)記載の統計資料をもとに作成。

1820-1998年

そ
の
「
産
業
革
命
」
か
ら
約
2
0
0
年
を
経
て
、

現
在
は
「
情
報
革
命
」
の
渦
中
に
あ
る
。
本
書
の
冒

頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
経
営
史
が
専
門
の
チ
ャ
ン

ド
ラ
ー
(
2
0
0
 0)
は
、
2
0
世
紀
最
後
の

10
年
、
つ

ま
り
1
9
9
0
年
代
を
「
工
業
の
時
代
(Industrial

A
g
e
)
」
か
ら
「
情
報
の
時
代
(
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
A
g
e
)
」
へ

の
転
換
期
と
位
置
付
け
た
。
彼
は
、
当
初
こ
の

変
化
を
第

3
次
産
業
革
命
(
#
e
デ
ird

^^
 
Industrial" 

Revolution)

と
認
識
し
て
い
た
が
、
研
究
を
進
め
る

過
程
で
、
こ
う
し
た
と
ら
え
方
は
適
切
で
な
い
と
考

と
い
う
の
も
、
英
語
の
Industry
に
は
「
工
業
」

ゃ
「
製
造
業
」
の
語
意
が
備
わ
る
が
、
彼
の
考
え
に

よ
る
と
、
1
8
世
紀
末
か
ら

19
世
紀
に
か
け
て
英
国
で

み
ら
れ
た
商
業
の
時
代
(
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
A
g
e
)

か
ら
工
業

の
時
代
へ
の
転
換
、
す
な
わ
ち
工
業
化
が
第
1
次
産

業
革
命
、
そ
し
て
同
じ
工
業
化
の
枠
組
み
の
中
で

19

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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世
紀
末
か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
欧
米
で
起
き
た
転
換
が
第
2
次
産
業
革
命
で
あ
り
、
工
業
化
の
枠
を
超
え
た
「
情
報

の
時
代
」
へ
の
転
換
を
第

3
次
「
産
業
」
革
命
(̂
'Industri
al"
Revolution)
と
表
現
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

実
は
「
情
報
化
」
を
「
工
業
化
」
と
区
別
す
る
考
え
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
よ
り
も
か
な
り
以
前
に
な
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
1

人
が
、
1
9
6
0

年
代
初
頭
に
「
情
報
産
業
論
」
を
先
駆
的
に
提
唱
し
た
梅
悼
忠
夫
•
国
立
民
俗
学
樽
物
館

名
誉
教
授
で
あ
る
。
研
究
の
道
を
理
学
系
の
生
態
学
・
動
物
学
か
ら
民
俗
学
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
梅
悼
は
、
約
50

年
前
の
論
文
で
「
情
報
産
業
は
工
業
で
は
な
い
。
そ
れ
は
工
業
の
時
代
に
続
く
、
何
ら
か
の
新
し
い
時
代
を
象
徴
す

る
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
迎
え
つ
つ
あ
る
新
し
い
時
代
を
「
情
報
産
業
の
時
代
」
だ
と
位
置
付
け
た
。

2

水
と
油
の
関
係
に
あ
っ
た
情
報
経
済
学
と
情
報
化
社
会
論

一

梅
悼
が
こ
の
文
章
を
書
い
た
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
商
業
利
用
や
民
間
テ
レ
ビ
放
送
が
次
第
に
本
格
化
し
は

じ
め
た
頃
で
、
既
に
み
た
と
お
り
、
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
の
論
文
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
ミ
ク
ロ
経
済
学
」
の
応
用
と
し
て

「
情
報
経
済
学
」
が
産
声
を
あ
げ
た
頃
で
も
あ
る
。

情
報
化
に
よ
る
社
会
の
変
貌
を
「
マ
ク
ロ
的
」
に
観
察
し
、
全
貌
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
こ
の
他
に
も

数
多
く
み
ら
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
フ
リ
ッ
ツ
・
マ
ハ
ル
ー
プ

(
1
9
6
2
)
、
林
雄
二
郎
(
1
9
6
9
)
、
ダ
ニ

エ
ル
・
ベ
ル

(
1
9
7
3
)
、
マ
ー
ク
・
ボ
ラ
ト
(1
9
7
7
)
、
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー

(
1
9
8
0
)
、
大
平
号
声
(
1
9
8
2
)
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な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

学
と
し
て
で
は
な
く
、

迫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
や
ア
カ
ロ
フ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
応
用
た
る
情
報
経
済

経
済
発
展
論
、
産
業
構
造
論
、
社
会
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
情
報
と
経
済
社
会
の
問
題
に

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
や
著
書
を
読
む
と
わ
か
る
と
お
り
、
論
者
に
よ
っ
て
情
報
化
、
知
識
産
業
、
脱
工
業

化
、
サ
ー
ビ
ス
化
、
ソ
フ
ト
化
と
い
う
具
合
に
用
語
の
使
わ
れ
方
が
ま
ち
ま
ち
で
、
分
析
対
象
の
輪
郭
に
曖
昧
さ
が

あ
る
た
め
、
論
点
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
観
は
否
め
な
い
。
こ
の
点
は
、
あ
え
て
定
義
を
行
わ
ず
に
「
ソ
フ

ト
化
」
を
論
じ
た
館
他
編

(
1
9
8
3
)
の
次
の
文
章
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

「
情
報
化
の
時
代
」
は
「
ソ
フ
ト
化
」
の
時
代
で
あ
る
。
物
が
璽
要
な
「
工
業
化
社
会
」
に
対
し
て
、
情
報
が

物
以
上
に
重
要
な
資
源
と
な
り
、
情
報
の
価
値
の
生
産
を
中
心
と
し
た
社
会
は
、
「
情
報
化
社
会
」
と
い
わ
れ

る
。
ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
の
い
う
「
脱
工
業
化
社
会
の
到
来
」
で
あ
り
、
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
い
う
「
第

三
の
波
」
で
あ
る
。

そ
の
せ
い
か
、
情
報
化
社
会
論
は
、
経
済
学
の
主
流
派
が
取
り
扱
う
中
心
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
た
社
会
学
的
、
文
明

論
的
な
色
彩
を
帯
び
や
す
か
っ
た
。
こ
う
し
た
、
時
に
気
宇
壮
大
な
構
想
を
描
く
「
情
報
化
社
会
論
」
と
、
前
章
で

み
た
よ
う
に
厳
密
な
前
提
条
件
の
下
で
精
緻
に
論
理
展
開
す
る
「
情
報
経
済
学
」
と
の
間
に
は
、
埋
め
が
た
い
溝
が

あ
り
、
両
者
は
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
展
開
さ
れ
る
状
況
が

1
9
9
0年
代
の
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3
＿
情
報
化
社
会
論
の
3
つ
の
主
要
論
点

多
義
性
や
曖
味
さ
が
あ
っ
た
情
報
化
社
会
論
だ
が
、
論
点
を
整
理
し
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
共
通
の
視
点
も
浮

か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
、
生
産
活
動
に
お
い
て
、
単
に
物
的
な
価
値
（
実
用
的
機
能
）
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
、
色
、

ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
非
物
的
価
値
（
情
報
的
機
能
）
が
重
要
性
を
増
し
、
そ
の
こ
と
が
放
送
、
広
告
、
出
版
、
調
査
・
研

究
と
い
っ
た
情
報
関
連
産
業
の
成
長
基
盤
に
な
る
と
考
え
、
情
報
の
問
題
を
核
に
産
業
構
造
や
社
会
の
変
貌
を
と
ら

え
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。

研
究
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
情
報
化
社
会
論
の
輪
郭
も
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
経
済
分
析
と
い
う
面
で
は
、
様
々
な

産
業
で
情
報
に
関
連
し
た
労
働
や
中
間
投
入
が
増
加
し
て
い
く
「
産
業
の
情
報
化
」
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
情
報
関
連

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
独
立
し
た
産
業
を
形
成
し
発
展
し
て
い
く
「
情
報
の
産
業
化
」
と
い
う
概
念
に
集
約
さ
れ
、
産

業
連
関
表
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
分
析
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
情
報
化
社
会
論
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
と
、
次
の

3
つ
の
特
徴
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
1

に
、
議
論
の
ベ
ー
ス
に
経
済
や
社
会
の
発
展
段
階
論
の
視
点
が
あ
る
こ
と
、
第
2
に
、
一
般
の
財
と
は
異
な
る
情
報

財
の
特
殊
な
性
質
が
考
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第

3
に
、
情
報
化
の
進
展
を
定
性
的
で
は
な
く
定
量
的
に
示
そ
う
と

す
る
数
値
化
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
発
展
段
階
論
、
情
報
財
の
特
殊
な
性
質
、
定
量

「
生
産
性
論
争
」
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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ー
＿
情
報
産
業
は
「
虚
業
」

ま
ず
本
節
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
要
性
を
世
界
に
先
駆
け
て
予
見
し
た

1
9
6
3年
の
梅
悼
忠
夫
の

「
情
報
産
業
論
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
生
態
学
、
動
物
学
、
民
俗
学
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
持
つ
梅

悼
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
発
展
段
階
論
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で

1
9
5
3年
に
始
ま
っ
た
地
上
波
の
民
間
テ
レ
ビ
放
送
は
、
そ
の
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
「
豊
か
な

社
会
」
の
到
来
と
軌
を
一
に
し
て
業
容
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
社
会
が
豊
か
に
な
る
と
鑑
賞

で
効
用
を
高
め
る
「
消
費
的
情
報
」
の
需
要
が
拡
大
す
る
。
民
間
テ
レ
ビ
放
送
は
、
ま
さ
に
こ
の
発
展
軌
道
に
乗
っ

た
わ
け
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
そ
の
黎
明
期
で
あ
り
、
花
形
産
業
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
高
度
成
長
の
真
っ
た

だ
中
に
あ
っ
た

1
9
6
0
年
代
は
、
農
村
か
ら
工
業
地
帯
へ
の
人
口
大
移
動
が
進
行
し
て
お
り
、
有
形
の
「
モ
ノ
」

に
大
き
な
価
値
が
置
か
れ
る
工
業
時
代
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
製
造
業
な
ど
の
「
実
業
」
に
比
べ
る
と
、

2
 

か
？

＿21世
紀
を
予
見
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
展
段
階
論

分
析
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
主
要
な
研
究
成
果
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
な
が
ら
、
今
も
示
唆
に
富
む
議
論
の
展
開

を
み
て
い
こ
う
。
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物
的
な
実
態
が
な
い
放
送
な
ど
「
情
報
」
に
関
連
し
た
仕
事
は
「
虚
業
」
と
い
う
感
覚
が
業
界
関
係
者
の
間
に
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

梅
悼
の
「
情
報
産
業
論
」
は
そ
う
し
た
傍
流
意
識
を
打
ち
破
り
、
産
業
と
し
て
の
積
極
的
な
価
値
と
発
展
の
可
能

性
を
訴
え
た
。
理
学
系
の
生
態
学
、
動
物
学
を
出
発
点
に
戦
前
か
ら
世
界
各
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
壺
を
経
験
し
、
民

俗
学
や
文
明
論
に
研
究
の
軸
足
を
移
し
て
い
た
梅
悼
は
、
「
情
報
は
モ
ノ
と
違
っ
た
価
値
が
あ
り
」
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
う
「
明
ら
か
な
知
的
生
産
」
活
動
だ
と
考
え
た
。
今
で
は
一
般
化
し
て
い
る
「
情
報
産
業
」
と
い
う
用
語
は

こ
の
と
き
の
造
語
と
さ
れ
る
。

梅
悼
の
い
う
「
情
報
産
業
」
と
は
「
何
ら
か
の
情
報
を
組
織
的
に
提
供
す
る
産
業
」
で
あ
り
、
新
聞
や
雑
誌
を
含

め
て
「
マ
ス
コ
ミ
の
時
代
」
が
訪
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
は
情
報
化
に
よ
っ
て
「
精
神

の
産
業
化
」
が
進
む
と
も
考
え
て
お
り
、
既
に
約
50
年
前
か
ら
今
の
言
業
で
い
う
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
概
念
を
含
め

て
情
報
産
業
を
と
ら
え
て
い
た
。
情
報
を
「
人
間
と
人
間
と
の
あ
い
だ
で
伝
達
さ
れ
る
一
さ
い
の
記
号
の
系
列
」
と

広
く
定
義
し
、
そ
れ
を
「
売
る
」
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
情
報
業
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
興
信
所
か
ら
旅
行
案
内
業
、
競

馬
・
競
輪
の
予
想
屋
に
至
る
ま
で
、
お
び
た
だ
し
い
職
種
が
、
商
品
と
し
て
の
情
報
を
扱
っ
て
」
お
り
、
「
映
画
や

芝
居
」
「
歌
謡
曲
」
「
教
育
」
「
宗
教
」
な
ど
も
含
め
て
巨
大
な
産
業
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

2
＿
半
世
紀
前
に
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
峻
別
し
た
慧
眼
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興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
お
け
る
「
技
術
の
発
展
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

中
世
の
歌
比
丘
尼
や
吟
遊
詩
人
、
神
を
情
報
源
と
す
る
情
報
伝
達
者
の
宗
教
人
、
占
星
術
者
や
陰
陽
師
、
権
力
者
に

秘
策
を
説
く
諸
子
百
家
な
ど
「
語
る
」
こ
と
で
生
計
を
立
て
る
多
く
の
「
情
報
屋
」
が
存
在
し
て
お
り
、
「
産
業
化
」

に
至
る
ま
で
に
永
い
「
前
史
」
が
存
在
す
る
。

た
だ
し
、
か
つ
て
は
「
舌
」
こ
そ
が
「
ほ
と
ん
ど
唯
一
最
大
の
資
本
」
だ
っ
た
た
め
、
社
会
の
中
で
細
々
と
し
た
存

在
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
で
は
印
刷
や
電
波
な
ど
「
情
報
の
記
録
・
伝
達
の
技
術
発
展
」
が
実
現
し
、
こ
れ
か
ら

は
さ
ら
に
「
自
動
計
算
機
械
の
開
発
な
ど
情
報
処
理
の
技
術
」
が
「
お
ど
ろ
く
べ
き
発
展
を
と
げ
る
に
ち
が
い
な
い
」

か
ら
、
技
術
進
歩
を
梃
子
に
情
報
活
動
が
急
速
に
拡
大
し
て
ー＼「
産
業
化
」
の
軌
道
に
乗
る
は
ず
だ
と
梅
悼
は
考
え
た
。

そ
の
上
で
、
新
聞
や
放
送
を
取
り
上
げ
、
情
報
11

コ
ン
テ
ン
ツ
の
璽
要
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
鋭
い
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
聞
社
の
売
る
も
の
は
も
と
よ
り
新
聞
で
あ
る
が
、
新
聞
と
は
、
物
質
と
し
て
の
新

聞
紙
で
は
な
い
。
新
聞
紙
そ
の
も
の
は
（
中
略
）
間
に
合
わ
せ
的
な
包
装
材
料
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
し
、
そ
の
売
買
は

廃
品
回
収
業
者
の
仕
事
で
あ
る
。
新
聞
社
が
売
っ
て
い
る
も
の
は
、
新
聞
紙
と
い
う
物
質
的
材
料
の
上
に
印
刷
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
」
で
あ
り
、
ま
た
、
「
民
間
放
送
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
ク
時
間
を
売
る
ク
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
る

け
れ
ど
、
売
っ
て
い
る
の
は
（
中
略
）
時
間
で
は
な
く
て
、
そ
の
時
間
を
満
た
す
五
情
報
ク
な
の
で
あ
る
」
と
の
指
摘

で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ン
テ
ン
ツ
を
峻
別
し
、
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に
技
術
革
新
が
進
む
と
し
て
も
、
価
値
の
源
泉
が
そ
こ

に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
半
世
紀
も
前
に
鋭
く
洞
察
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
「
情
報
の
容
れ
も
の
」
に
過
ぎ
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な
い
と
喝
破
し
た
梅
悼
の
考
察
は
、
技
術
進
歩
で
情
報
11

コ
ン
テ
ン
ツ
の
価
値
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る

21
世
紀

の
現
在
を
見
通
し
た
ま
さ
に
慧
眼
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

3
一
発
生
学
的
に
と
ら
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
展
望

梅
柿
の
議
論
で
特
筆
す
べ
き
点
は
、
そ
の
多
彩
な
学
際
的
‘
‘
ハ
ッ
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
動
物
発
生
学
の
概
念
を

応
用
し
た
き
わ
め
て
独
創
的
な
発
展
段
階
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
産
業
の
発
展
を
人
類
の
歴
史
と
文

明
と
い
う
悠
久
の
時
間
軸
で
と
ら
え
た
梅
悼
は
、
有
史
以
来
の
「
農
業
の
時
代
」
、
産
業
革
命
を
機
に
物
質
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
中
核
と
な
る
「
工
業
の
時
代
」
、
迎
え
つ
つ
あ
る
「
情
報
産
業
の
時
代
」
の

3
段
階
に
分
け
、
「
情
報
産
業

の
時
代
に
は
精
神
の
産
業
化
が
進
行
す
る
」
と
考
え
た
。

な
ぜ
な
ら
、
受
精
卵
が
分
裂
を
重
ね
生
物
体
と
し
て
の
形
態
を
形
成
し
て
い
く
発
生
学
の
概
念
を
応
用
し
て
情
報

産
業
を
展
望
し
、
そ
の
新
興
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
こ
そ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
の
だ
が
、
彼
は
「
農
業
の

時
代
」
が
消
化
器
官
系
を
中
心
と
す
る
「
内
胚
菓
産
業
の
時
代
」
、
「
工
業
の
時
代
」
が
筋
肉
や
骨
格
を
中
心
と
す
る

「
中
胚
葉
産
業
の
時
代
」
、
「
情
報
産
業
の
時
代
」
が
脳
脊
椎
神
経
系
の
「
外
胚
葉
産
業
の
時
代
」
に
対
応
す
る
と
見

立
て
た
（
図
表
2
ー

2
)
。
こ
れ
は
産
業
の
発
展
を
「
有
機
体
と
し
て
の
人
間
の
諸
機
能
の
段
階
的
拡
充
」
の
過
程
に

な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
、
放
送
な
ど
新
し
い
情
報
関
連
産
業
の
立
ち
上
が
り
を
「
来
る
べ
き
外
胚
葉
産
業
時
代
の
夜
明

け
現
象
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
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［図表2-2I梅悼忠夫の「情報産業論」
【時代背景】 1960年代……テレビ放送の黎明期、高度成長による「豊かな社会」、工業全盛期

【産業史の三段階】
●発生学的考察

「農業の時代」……食料の生産……消化器官系の機能……内胚葉（消化器官、呼吸器官の形成）

「工業の時代」……物質とエネルギーの生産……筋肉•…••中胚葉（筋肉、骨格、循環器官、血液）
「情報産業の時代」……情報流通……活発な精神活動……外胚葉（脳神経系、皮膚、感覚諸器官）

● 「脱工業」現象

「工業の時代」

……物質およびエネルギー開発方式の異常な発展が特徴

「情報産業」は「工業」の発達が前提

……エレクトロニクスは工業の時代と情報産業の時代の結節技術

「情報産業の時代」

……「精神」の産業化が進行（精神産業の時代）

……一般的な実業の概念からはみだしたところに成立した、いわば奇怪なる産業

主
要
生
産
物
が
食
料
で
あ
る
「
農
業
の
時
代
」
に
は
、
人
々
は

食
べ
る
こ
と
に
追
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を

生
物
学
•
発
生
学
的
に
と
ら
え
る
と
、
消
化
器
官
系
1
1
内
胚
莱
器
官

の
機
能
が
重
要
な
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
技
術
に

よ
る
労
働
の
代
行
が
進
ん
だ
産
業
革
命
後
の
「
工
業
の
時
代
」
に
は
、

物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
が
重
要
と
な
り
、
経
済
・
社
会
シ
ス
テ

ム
は
筋
肉
や
骨
格
を
中
心
と
す
る
中
胚
業
器
官
の
機
能
が
拡
充
さ
れ

た
時
代
を
迎
え
る
。
こ
う
し
た
生
物
の
発
生
や
進
化
の
経
過
を
援
用

し
て
、
内
胚
業
、
中
胚
葉
に
続
く
新
時
代
を
展
望
す
る
と
、
脳
脊
椎

神
経
系
を
形
作
る
外
胚
葉
産
業
、
す
な
わ
ち
精
神
産
業
11

情
報
産
業

の
時
代
が
訪
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

梅
悼
は
、
第
1
次
産
業
（
農
林
水
産
業
）
、
第

2
次
産
業
（
鉱
工
業
）
、

第

3
次
産
業
（
商
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
）
と
い
う
C
.
G
・
ク
ラ
ー

ク
の
産
業
分
類
に
つ
い
て
、
商
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
か

な
り
の
部
分
は
工
業
の
時
代
の
商
品
を
処
理
す
る
た
め
の
産
業
で
、

「
情
報
産
業
の
よ
う
な
精
神
産
業
と
は
原
理
的
に
異
な
る
」
と
も
指

摘
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
工
業
の
時
代
で
も
農
業
が
消
え
て
な
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く
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
精
神
産
業
の
時
代
に
入
っ
て
も
、
工
業
や
農
業
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
「
中
胚

葉
産
業
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
の
ち
に
発
展
を
す
る
は
ず
の
外
胚
葉
産
業
の
芽
は
い
く
ら
で
も
存
在
」
す
る
。
だ
が
、

「
新
し
い
産
業
の
発
展
に
つ
れ
て
、
古
い
も
の
の
相
対
的
な
重
要
さ
が
減
っ
て
い
く
」
の
で
あ
り
、
自
動
制
御
や
工

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
電
子
工
業
）
の
技
術
は
、
工
業
の
時
代
と
情
報
産
業
の
時
代
を
つ
な
ぐ
結
節
点
の
技
術
に
位
置
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
化
社
会
と
い
え
ば
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

I
T
関
連
の
新
し
い
機
器
の
普
及
や
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
進
歩
に
且
が
向
か
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
生
学
の
視
点
か
ら
情
報
化
を

と
ら
え
、
情
報
産
業
を
精
神
産
業
と
呼
ぶ
梅
悼
の
発
想
に
基
づ
け
ば
、
「
脱
工
業
」
と
い
う
産
業
構
造
の
変
化
が
明

瞭
に
な
り
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
中
心
か
ら
ソ
フ
ト
化
、
サ
ー
ビ
ス
化
、
さ
ら
に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
化
や
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
化

が
進
展
す
る
情
報
経
済
の
新
潮
流
が
読
み
や
す
く
な
る
。

4
＿
世
界
に
先
駆
け
る
日
本
の
情
報
化
社
会

情
報
化
社
会
の
到
来
に
関
す
る
文
明
論
的
な
展
望
と
し
て
、
日
本
で
は

1
9
8
0
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
ル
ビ
ン
・

ト
フ
ラ
ー
の
『
第
三
の
波
』
が
有
名
で
あ
る
。
ト
フ
ラ
ー
は
、
農
業
革
命
に
よ
る
農
耕
社
会
（
第
一
の
波
）
、
産
業
革

命
に
よ
る
工
業
社
会
（
第
二
の
波
）
を
経
て
、
人
類
は
脱
工
業
化
に
よ
る
情
報
化
社
会
の
到
来
と
い
う
第
三
の
波
を
迎

え
て
い
る
と
説
い
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
経
営
史
が
専
門
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
も
、
学
術
研
究
の
過
程
で
、
情
報
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技
術
革
新
に
よ
る
経
済
社
会
の
変
貌
を
「
工
業
の
時
代
(Industrial
A
ge)
」
の
枠
内
で
と
ら
え
る
「
第
三
次
産
業
革
命

（デ
e
デ
ird
^^
 
I
n
d
ustrial"
 Revolution
)
」
で
は
な
く
、
「
工
業
の
時
代
」
か
ら
「
情
報
の
時
代

(Information
A
g
e
)
」
へ
の
転

換
と
考
え
を
改
め
た
。

ト
フ
ラ
ー
は
、
学
術
的
と
い
う
よ
り
も
や
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
筆
致
で
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
の

20
年
前

に
同
様
の
と
ら
え
方
を
示
し
た
と
い
え
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
工
業
化
に
よ
っ
て
「
生
産
者
(P
r
o
d
ucer)
」
と

「
消
費
者
(C
o
n
su
mer)
」
、
あ
る
い
は
、
「
生
産
活
動
」
と
「
消
費
活
動
」
と
に
分
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
々
の
日
常

生
活
が
、
情
報
化
社
会
の
到
来
で
再
び
融
合
す
る
と
い
う
洞
察
で
あ
る
。
ト
フ
ラ

9
は
、
こ
の
新
概
念
を
「
生
産

消
費
者
11
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
(P
ro
s
u
m
er)
」
と
い
う
造
語
で
表
現
し
、

2
0
0
 
6
年
に
出
版
さ
れ
た
夫
人
と
の
共
著

『
富
の
未
来
』
で
も
改
め
て
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。

確
か
に
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
や
リ
ナ
ッ
ク
ス
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
参
加
型
の
情
報
生
産
活
動
が
広
が
り
、
今
で
は
、
放

送
局
や
新
聞
社
な
ど
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
従
来
は
受
身
の
立
場
だ
っ
た
消
費
者
が
双
方
向
型
の
ネ
ッ
ト

環
境
を
活
か
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
者
に
転
化
す
る
C

G

M

(C
o
nsu
m
e
r
G
e
n
erated
 Me
d
i
a)
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
活
動
が
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
い
く
最
近
の
動
き
を
み
る
と
、
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
は

21
世
紀
の

情
報
化
社
会
を
先
取
り
し
た
概
念
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
梅
柿
の
「
情
報
産
業
論
」
が
傑
出
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
展
段
階
論
が
ア
ル
ビ

ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
『
第
三
の
波
』
よ
り

17
年
も
前
に
発
表
さ
れ
、
世
界
に
先
駆
け
て
い
た
点
で
あ
る
。
梅
悼
の
論
考

か
ら
半
世
紀
た
っ
た
今
日
、
海
外
の
知
見
や
文
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
日
本
国
内
の
身
近
な
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ユ
ニ
ー
ク
な
発
展
段
階
論
を
唱
え
た
梅
悼
は
、
情
報
財
と
い
う
「
奇
怪
な
る
擬
似
商
品
」
の
特
殊
な
性
質
に
つ
い

て
も
、
「
立
ち
読
み
お
断
り
」
や
「
坊
主
丸
も
う
け
」
と
い
う
親
し
み
や
す
い
表
現
で
鋭
い
洞
察
を
行
っ
た
。
「
情
報

が
擬
似
商
品
」
だ
っ
た

1
9
6
0
年
代
に
、
将
来
は
「
商
品
が
擬
似
情
報
」
に
な
る
と
着
想
し
た
彼
の
考
え
方
は
、

そ
の
後
の
「
情
報
経
済
学
」
で
生
ま
れ
た
い
く
つ
か
の
新
し
い
概
念
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
点

を
解
説
し
な
が
ら
「
端
末
は
な
ぜ

0
円
に
な
り
や
す
い
の
か
」
を
考
え
て
み
よ
う
。

ー
＿
情
報
産
業
の
創
出
は
虚
数
の
発
見
に
匹
敵
？

工
業
に
続
く
情
報
産
業
の
時
代
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
と
説
い
た
梅
悼
は
、
そ
こ
で
取
り
扱
わ

れ
る
情
報
財
が
、
モ
ノ
と
し
て
実
態
の
あ
る
工
業
製
品
と
は
異
な
っ
て
、
「
き
わ
め
て
特
殊
な
性
質
」
を
も
つ
「
奇

3
 

価
値
や
先
人
の
活
躍
を
見
逃
し
が
ち
だ
が
、
ア
ニ
メ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
和
食
、
お
も
て
な
し
な
ど
日
本
が
発
す
る

様
々
な
「
情
報
」
が
世
界
中
で
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
日
本
社
会
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
意
外

な
魅
力
を
秘
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
50
年
前
の
「
情
報
産
業
論
」
は
そ
ん
な
思
い
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
る
。

一
情
報
財
の
特
殊
な
性
質
立
ち
読
み
お
断
り
と
坊
主
丸
も
う
け
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五2-3I虚数の発見に匹敵する情報産業の勃興

農業］実業

工業 虚業｝産

（情報産業）

有理数←整数←自然数

業⇔複素数［実数｛無理数（円周率など）

虚数

怪
な
る
擬
似
商
品
」
だ
と
指
摘
し
た
。
工
業
の
時
代
の
商
品
、
す
な
わ
ち
「
か
た
ち
」
の

あ
る
一
般
の
「
商
品
」
(11
財
）
は
、
何
ら
か
の
物
理
的
な
計
量
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
情
報
財
は
そ
れ
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
情
報
量
の
大
小
を
、
ビ
ッ
ト
単
位
で
示
す
こ
と
は
可
能
だ
が
、
「
現
実
に

は
、
ヶ
今
夜
の
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
情
報
量
は
何
‘
ビ
ッ
ト
で
あ
っ
た
ク
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
ま
る
で
意
味
を
な
さ
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
情
報
の
価
値
は
工
業
の
時
代
の
発
想
で

は

つ

か

み

ど

こ

ろ

が

な

い

の

で

あ

る

。

．

そ
れ
が
、
情
報
産
業
の
「
傍
流
意
識
」
に
も
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
梅
悼
は
「
エ

業
的
生
産
の
体
系
の
中
で
は
、
何
ら
か
の
物
か
ら
、
何
ら
か
の
物
を
つ
く
る
〔
中
略
〕
の

が
原
則
で
、
〔
中
略
〕
ぷ
実
業
ク
と
い
う
呼
び
名
の
裏
に
は
、
そ
の
よ
う
な
実
質
あ
る
も
の

の
ず
し
り
と
し
た
重
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
」
の
に
対
し
て
、
「
実
質
的
な
物
、
あ
る
い

は
商
品
を
扱
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
情
報
産
業
の
特
徴
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
虚
業
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ
は
実
業
に
は
な
い
新
鮮
で
独
自
の
性
格
を
も
ち

得
た
の
で
あ
る
」
と
「
虚
業
観
念
の
居
直
り
」
を
唱
え
た
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
「
数
学
に
お
け
る
虚
数
の
発
見
に
似
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
は

じ
め
は
単
純
な
自
然
数
か
ら
出
発
し
た
数
学
に
小
数
点
が
加
わ
り
、
有
理
数
と
無
理
数
の

区
別
が
わ
か
っ
て
、
や
が
て
虚
数
が
発
見
さ
れ
る
（
図
表
2
ー

3
)
。
こ
の
あ
た
り
が
、
理
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学
系
の
バ
ッ
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
梅
悼
ら
し
い
の
だ
が
、
「
虚
数
と
は
、
虚
し
き
数
で
も
な
け
れ
ば
、
存
在
し

な
い
数
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
実
数
と
は
全
く
異
な
る
独
自
の
性
格
を
も
っ
て
実
在
す
る
数
の
発
見
で
〔
中
略
〕
、
実

数
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
複
素
数
と
い
う
、
も
っ
と
も
一
般
化
さ
れ
た
数
概
念
の
世
界
に
到
達
」
で
き
た
。
確
か
に
、

こ
の
文
脈
で
考
え
る
と
「
奇
怪
な
る
擬
似
商
品
」
を
扱
う
情
報
産
業
の
積
極
的
な
意
味
付
け
が
可
能
に
な
る
。

2
＿
「
立
ち
読
み
お
断
り
」
と
「
坊
主
丸
も
う
け
」

そ
れ
で
は
、
情
報
産
業
が
扱
う
「
奇
怪
な
擬
似
商
品
」
(11
情
報
財
）
に
は
ど
の
よ
う
な
特
殊
な
性
質
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
梅
悼
は
「
立
ち
読
み
お
断
り
」
と
「
坊
主
丸
も
う
け
」
と
い
う
身
近
な
表
現
を
巧
み
に
用
い
て
核
心
を
突
く

考
察
を
行
っ
て
い
る
。

「
立
ち
読
み
お
断
り
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
不
確
実
性
や
不
可
逆
性
と
い
う
情
報
財
の
特
殊
な
性
質
に
対
処

す
る
た
め
、
人
々
が
編
み
出
し
た
日
常
ル
ー
ル
の
1
つ
で
あ
る
。
モ
ノ
と
は
違
っ
て
情
報
は
い
っ
た
ん
伝
え
て
し
ま

う
と
相
手
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
「
情
報
の
内
容
を
言
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
ク
こ
の
情
報
を

買
わ
な
い
か
ク
と
持
ち
か
け
て
も
商
売
に
な
ら
な
い
」
の
で
、
「
情
報
産
業
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
お
金
を
と
る
の

が
原
則
」
と
な
る
。

本
や
雑
誌
や
新
聞
は
、
紙
と
し
て
の
物
的
な
実
態
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
「
情
報
の
容
れ
も

の
」
に
過
ぎ
ず
、
中
身
が
読
ま
れ
て
し
ま
え
ば
取
り
返
し
て
も
後
の
祭
り
で
何
の
意
味
も
な
い
。

書
店
や
駅
の
売
店
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で
の
「
立
ち
読
み
お
断
り
」
だ
け
で
な
く
、
映
画
や
芝
居
が
「
入
り
口
で
入
場
料
を
と
る
」
の
も
そ
う
し
た
情
報
財

の
性
質
に
よ
る
も
の
で
、
「
情
報
産
業
の
提
供
す
る
商
品
を
、
買
い
手
は
、
そ
の
内
容
を
知
り
も
し
な
い
で
〔
つ
ま
り

不
確
実
な
ま
ま
〕
、
先
き
金
を
出
し
て
買
う
」
の
が
一
般
的
で
あ
る
（
〔
〕
は
引
用
者
の
加
筆
）
。

2
つ
目
の
「
坊
主
丸
も
う
け
」
は
、
コ
ス
ト
面
か
ら
く
る
情
報
財
の
特
殊
な
性
質
を
言
い
当
て
た
も
の
で
、
今
日

で
は
複
製
可
能
性
、
限
界
費
用
ゼ
ロ
、
も
し
く
は
、
フ
リ
ー
・
コ
ピ
ー
と
呼
ば
れ
る
概
念
に
相
当
す
る
。
梅
柿
は
、

物
的
な
実
体
を
伴
わ
な
い
情
報
財
は
「
原
価
計
算
が
で
き
な
い
も
の
が
は
な
は
だ
多
い
」
と
述
べ
た
上
で
、
お
布
施

を
取
り
上
げ
、
そ
の
値
段
は
「
お
経
の
長
さ
に
よ
っ
て
き
ま
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
木
魚
を
た
た
＜
労
働
量
で
き
ま

る
も
の
で
も
な
い
。
お
経
の
内
容
の
あ
り
が
た
さ
は
、
何
‘
ビ
ッ
ト
で
あ
る
か
、
と
う
て
い
測
定
は
で
き
な
い
」
と
巧

み
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

結
局
、
「
お
布
施
の
額
を
決
定
す
る
要
因
は
〔
中
略
〕
お
坊
さ
ん
の
格
〔
中
略
〕
と
も
う
―
つ
は
、
檀
家
の
格
で
あ

る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
お
布
施
の
原
理
」
を
提
唱
す
る
。
そ
れ
は
、
「
お
布
施
の
額
は
、
こ
の
二
つ
の
人
間

の
、
社
会
的
位
置
に
よ
っ
て
き
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
坊
さ
ん
が
提
供
す
る
情
報
量
や
労
働
に
は
無
関
係
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
工
業
製
品
の
よ
う
な
原
価
計
算
を
当
て
は
め
て
価
格
を
導
く
の
が
難
し
い
の
は
、
「
芸
術
家
の

作
品
料
や
出
演
料
も
同
じ
」
で
、
「
論
文
や
小
説
は
、
長
い
ほ
ど
価
値
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
む
し

ろ
、
全
部
で
い
く
ら
、
と
い
う
ふ
う
に
、
全
面
的
お
布
施
原
理
の
方
が
す
じ
が
通
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
日
本
が
苦
手
と
す
る
無
形
の
も
の
に
対
す
る
価
格
付
け
（
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
、
あ
る
い
は
、
コ
ス
ト
積
み

上
げ
型
で
は
な
い
成
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
評
価
の
問
題
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
お
布
施
理
論
」
を
「
い
わ
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ば
社
会
的
・
公
共
的
価
格
決
定
原
理
」
だ
と
考
え
る
梅
悼
は
、
黎
明
期
の
民
間
テ
レ
ビ
放
送
に
も
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
が
、
「
情
報
産
業
を
主
軸
と
す
る
外
胚
菓
産
業
が
、
本
来
き
わ
め
て
社
会
的
・
公
共
的
な
性
格
の
も
の
で
あ

る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
「
講
演
料
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
出
演
料
な
ど
は
、
実
質
的
に
は
や
は
り
こ
の
お
布
施
原
理

に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
」
と
解
釈
す
る
の
も
頷
け
る
。

3
＿
情
報
財
の
特
殊
な

5
つ
の
性
質

梅
悼
が

50
年
前
に
「
立
ち
読
み
お
断
り
」
や
「
坊
主
丸
も
う
け
」
と
表
現
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
考
察
を
試
み
た
情
報

財
の
特
殊
な
性
質
は
、
そ
の
後
の
情
報
経
済
学
の
発
展
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
不
確
実
性
、
不
可
逆
性
、
複
製
可
能

性
、
外
部
性
、
不
可
分
性
と
い
う
概
念
に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
図
表
2
1
4
)
。

「
不
確
実
性
」
と
は
、
情
報
財
の
取
引
が
完
了
す
る
ま
で
は
実
際
に
内
容
を
見
聞
で
き
ず
、
価
値
が
わ
か
ら
な
い
と

い
う
性
質
で
あ
る
。
既
述
し
た
「
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
伝
説
」
を
例
に
す
る
と
、
あ
る
情
報
屋
が
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の

戦
い
に
関
す
る
情
報
を
売
り
込
み
に
訪
れ
た
と
し
て
、
そ
の
中
身
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
話
を
聞
く
ま
で
は
わ
か

ら
な
い
。
も
う
既
に
誰
も
が
知
っ
て
い
る
情
報
か
も
し
れ
な
い
し
、
仮
に
新
情
報
だ
と
し
て
も
、
部
分
的
な
戦
況
や

途
中
経
過
の
情
報
に
過
ぎ
な
け
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
国
債
の
取
引
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
情
報
と
は
い
え
な
い
。
同
様

の
こ
と
は
、
上
映
中
の
映
画
や
最
新
号
の
雑
誌
の
内
容
11

情
報
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
、
実
際
に
そ
の
内
容
を

鑑
賞
し
た
り
読
ん
だ
り
し
な
い
と
、
価
値
あ
る
も
の
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
財
を
経
験
財
と
も
い
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［図表2-4I情報財の特殊な性質
●不確実性（情報財の品質は取引前に判断できない〔石橋をたたいては渡れない〕）

モノは内容を確認してから取引されるが、情報は取引の後で初めて内容を知る

●不可逆性（一旦出された情報は回収できない〔覆水盆に返らず〕）

モノは返品すれば済むが、情報は聞かなかったこと、みなかったことにはできない

●複製可能性（限界費用がゼロに近い〔著作権や知的財産権の問題））

モノは渡すと手元からなくなり、もう1つ作ると費用がかかるが、情報は「容器」の

費用だけ

●外部性（正の外部性〔流行、話題〕と負の外部性〔スクープ、企業秘密〕）

共有することで情報の価値が増加（消費的情報）vs共有することで情報の価値が

減少（生産的情報）

●不可分性（体系的情報〔＝知識＝全体像〕埒罪分的情報〔＝ジグ‘ノーパズルの一片〕）

モノは数量と価値が比例的な関係にあるが、情報はあるまとまりでなければ価値

が失われる

う
が
、
対
価
を
払
う
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
、
取
引
の
判
断
は
不

確
実
な
条
件
の
も
と
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
先
に
内
容
を
み
て
か
ら
購
入
を
決
め
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
。
洋
服
で
あ
れ
ば
、
試
着
し
て
購
入
の
判
断
を
す
れ

ば
よ
い
だ
ろ
う
し
、
モ
ノ
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
気
に
入
ら
な

け
れ
ば
返
品
し
て
現
状
復
帰
す
れ
ば
何
と
か
対
処
で
き
る
が
、
情
報

の
場
合
は
、
「
覆
水
盆
に
返
ら
ず
」
の
こ
と
わ
ざ
ど
お
り
、
い
っ
た

ん
伝
え
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
み
な
か
っ
た
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
に
で
き
な
い
。
こ
の
性
質
を
「
不
可
逆
性
」
と
い
う
。
確
か
に
、

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
の
結
果
に
つ
い
て
、
価
値
あ
る
情
報
の
内
容

を
聞
い
て
か
ら
「
や
は
り
い
ら
な
い
」
と
対
価
の
支
払
い
を
断
る
よ

う
な
こ
と
が
起
き
る
と
、
情
報
屋
は
品
四
売
あ
が
っ
た
り
ク
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
梅
悼
が
指
摘
し
た
「
立
ち
読
み
お
断
り
」
や
「
入
場

料
先
払
い
」
は
、
情
報
財
の
不
確
実
性
や
不
可
逆
性
に
対
処
す
る
た

め
の
日
常
ル
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

「
複
製
可
能
性
」
と
は
、
情
報
財
の
限
界
費
用
が
ゼ
ロ
に
近
い
と
い

う
コ
ス
ト
構
造
上
の
特
徴
か
ら
生
ま
れ
る
。
今
で
は
、
フ
リ
ー
・
コ
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ピ
ー
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
「
お
布
施
の
原
理
」
で
出
て
き
た
原
価
計
算
の
困
難
性
は
こ
の
点
を
見
事
に
突

ぞ
う
す
う

い
て
い
る
。
通
常
の
経
済
学
で
は
、
生
産
を
増
加
さ
せ
る
と
追
加
的
な
費
用
が
次
第
に
増
嵩
す
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
い
る
。
こ
れ
を
経
済
学
で
は
限
界
費
用
逓
増
も
し
く
は
限
界
収
益
逓
減
と
い
う
。
農
業
を
例
に
す
る
と
、
生
産
量

を
増
や
そ
う
と
す
れ
ば
、
一
般
的
に
は
肥
沃
で
生
産
力
の
高
い
耕
作
地
か
ら
、
次
第
に
耕
作
に
不
向
き
で
手
間
ひ
ま

の
か
か
る
苛
酷
な
土
地
に
手
を
広
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
お
坊
さ
ん
が
お
経
を
読
む
の
に
、

1
人
を
相
手
に
し
よ
う
と

10
人
を
相
手
に
し
よ
う
と
手
間
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
よ
う
に
、
情
報
の
生
産
で
は
、
追
加
的
な
費
用
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し

か
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
や

I
P
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル
）
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
複
製
後
も
ほ
ぼ
完
全
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
情
報
が
維
持
で
き
、
そ
の
技
術
を
誰
も
が
き
わ
め
て
安
く
活
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

た
経
済
取
引
が
一
般
的
に
な
れ
ば
、
農
業
や
工
業
の
時
代
に
は
当
た
り
前
だ
っ
た
収
益
化
の
仕
組
み
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ

デ
ル
）
は
通
用
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
情
報
産
業
で
は
広
告
モ
デ
ル
と
課
金
モ
デ
ル
を
ど
の
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
て
事
業
を
成
り
立
た
せ
る
か
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
情
報
財
の
特
殊
な
性
質
に
対
応
し
た
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
が
、
今
ま
さ
に
確
立
の
途
上
に
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
情
報
財
の
公
共
財
的
性
質
か
ら
生
ま
れ
る
「
外
部
性
」
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
一
般
の
「
商
品
」

(11
財
）
で
は
、
例
え
ば
、
飲
料
や
衣
料
の
よ
う
に
、
購
入
者
が
利
用
（
飲
ん
だ
り
着
た
り
）
し
て
い
る
財
を
別
の
誰
か
が

利
用
す
る
こ
と
は
、
物
理
的
に
で
き
な
い
し
（
つ
ま
り
排
他
性
が
あ
る
）
、
そ
の
消
費
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
満
足
度
（
効

用
）
は
、
購
入
者
以
外
の
他
人
の
行
動
と
は
無
関
係
に
得
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
情
報
財
の
場
合
は
限
界
費
用
が
低
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く
複
製
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
財
と
同
じ
よ
う
に
排
他
性
が
な
く
多

数
が
利
用
し
や
す
い
。
ま
た
、
他
人
の
行
動
が
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
満
足
度
に
影
響
し
や
す
く
（
外
部
性
の
存
在
）
、

あ
る
情
報
財
を
共
有
す
る
自
分
以
外
の
人
数
の
大
き
さ
が
そ
の
情
報
財
の
価
値
を
左
右
す
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
「
外
部
性
」
と
呼
ば
れ
る
性
質
に
は
正
と
負
の
両
面
が
あ
る
。
共
通
の
話
題
や
流
行
な
ど
多
く
の
消
費
的
情

報
は
、
自
分
以
外
の
多
く
の
人
が
同
じ
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
効
用
を
高
め
る
た
め
正
の
外

部
性
が
働
く
（
第
6
章
参
照
）
。
一
方
、
金
融
資
本
市
場
で
の
最
新
情
報
や
研
究
開
発
に
関
す
る
企
業
機
密
な
ど
多
く

の
生
産
的
情
報
は
、
広
く
情
報
が
行
き
渡
れ
ば
効
用
が
な
く
な
る
た
め
、
負
の
外
部
牲
が
働
く
。
前
者
は
み
ん
な
が

知
っ
て
い
る
こ
と
に
価
値
が
、
後
者
は
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
に
価
値
が
あ
る
情
報
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
「
不
可
分
性
」
と
は
、
あ
る
意
味
を
も
つ
一
体
的
な
ま
と
ま
り
で
な
け
れ
ば
、
情
報
と
し
て
の
価
値
が
著

し
く
損
な
わ
れ
る
と
い
う
性
質
の
こ
と
で
あ
る
。
飲
料
や
衣
料
な
ど
一
般
の
財
で
あ
れ
ば
、
グ
ラ
ム
単
位
や
個
数
単

位
で
あ
る
程
度
比
例
的
に
価
値
が
増
減
し
得
る
が
、
情
報
財
の
場
合
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
一
片
だ
け
で
は
全
体
像

が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
、
分
割
さ
れ
て
部
分
的
、
断
片
的
に
な
れ
ば
、
そ
の
価
値
が
著
し
く
低
下
す
る
。
こ
の
点
は
、

図
表
2
ー

5
に
あ
る
「
情
報
と
知
識
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
」
を
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
情
報
財
に
は
一
般
財
と
は
異
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
性
質
が
あ
り
、
伝
統
的
な
経
済
学
の
理
論
と

分
析
の
枠
組
み
に
大
き
な
挑
戦
を
突
き
つ
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に
早
く
か
ら
気
が
つ
い
た
梅

悼
は
、
既
存
の
経
済
学
は
工
業
の
時
代
に
対
応
し
た
も
の
で
、
情
報
産
業
の
時
代
に
は
虚
数
の
発
見
に
匹
敵
す
る
ほ

ど
の
発
想
の
転
換
が
必
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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~5-, 情報と知識のピラミッド
ぶ ←発酵学（プドウの果汁を発酵させたアルコール飲料）》•一般化、普遍化
戸体の系］ヒえ、とこここ誌唇派尉嗜鰐詞

,,3夕年色~i:-~~~;::::□三三［三喜オ；））
現実・事実（ファクト）

●認識（外界を認識：人の頭脳に入り込む）
紹

液体の入ったポトル ←森羅万象（情報工学ではここを情報という
ことがある）

備考：福田他(1997)を参考に作成。

現実世界の様々な事実、すなわち、森羅万象の「ファクト」は、人間がそ

れを色、音、形、量、匂い、味などの記号として「認識」することで何らか

の「データ」に置き換わる。それを意味付けたり関連付けたりして、自分だ

けでなく他人との間で伝達されて意味を持ち得る「情報」が生まれ、意思決

定や判断の材料となる。これをさらに、体系化し、組織化（プログラム化）す

ることで、社会的に承認された情報のまとまりとして「知識」となり、知識

を一般化、普遍化したものが「理論」となる。

例えば、ある酒店に液体の入ったボトルが山積みになっているとしよう

（ファクト）。この事実に気がつかなければ、話はこれでおしまいだ。もし、

それに気がつけば、ボトルの数や色や表面に貼られたラベル、漏れた液体

の匂いなど何らかの認識が生まれる（データ化）。さらに、これらのデータを

関連付けて、これがワインのボトルだとわかれば、ラベルの内容から生産年、

産地、種類などを関連付けてワインを評価するに必要な「情報」が生産され

る。このとき、ワインに関する「知識」が豊富な場合は、こうした「情報」

をもとに適切な評価や判断ができるだろう（そうでない場合は、ただの断片的

情報でおわってしまい、貴重な高級ワインがあったとしても見過ごしてしま

う）。さらに、これらの知識を大学や研究所などで一般化したり普遍化したり

すれば、発酵学などの「理論」に発展していく。
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4
＿
端
末
は
な
ぜ
0
円
に
な
り
や
す
い
の
か
？

梅
悼
は
、
世
界
に
工
業
化
の
波
が
押
し
寄
せ
た

19
世
紀
半
ば
に
提
唱
さ
れ
た
エ
ン
ゲ
ル
係
数
（
消
費
支
出
に
対
す
る

食
料
費
の
割
合
）
に
つ
い
て
、
「
そ
の
文
明
史
的
な
意
味
は
、
つ
ま
り
、
家
計
の
中
に
お
け
る
中
胚
菓
産
業
的
要
素
と

内
胚
葉
産
業
的
要
素
の
比
率
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」
と
論
じ
て
、
こ
れ
か
ら
は
教
養
費
や
娯
楽
費
な
ど
「
家
計
の
中

に
お
け
る
外
胚
菓
的
要
素
の
占
め
る
割
合
を
あ
ら
わ
す
、
新
し
い
係
数
」
が
「
し
だ
い
に
増
大
す
る
」
と
情
報
化
社

会
の
将
来
を
展
望
し
た
。

実
際
、

20
世
紀
後
半
か
ら
今
日
ま
で
先
進
国
の
経
済
は
そ
う
し
た
道
筋
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
よ
う
な

「
情
報
経
済
学
」
が
成
立
す
る
は
る
か
以
前
に
「
奇
怪
な
る
擬
似
商
品
」
と
の
知
的
格
闘
を
試
み
た
梅
悼
は
「
さ
ま

ざ
ま
な
精
神
的
生
産
物
、
た
と
え
ば
著
作
権
料
と
か
、
特
許
料
と
か
、
あ
る
い
は
原
稿
料
、
講
演
料
、
演
奏
料
の
た

ぐ
い
の
価
格
が
ど
う
し
て
き
ま
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
題
意
識
を
さ
ら
に
深
め
、
「
こ
う
い
う
点
に
な
る
と
、
ど
う

も
ふ
つ
う
の
経
済
学
の
価
格
決
定
理
論
か
ら
は
、
は
っ
き
り
し
た
答
え
が
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
〔
中
略
〕
。
そ

う
い
う
も
の
は
、
お
お
む
ね
経
済
外
的
現
象
と
し
て
、
経
済
の
議
論
か
ら
は
除
外
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
の
考
え
に
至
る
。

そ
し
て
、
「
現
在
の
経
済
学
は
、
ど
の
学
説
も
、
け
っ
き
ょ
く
は
第
二
期
の
中
胚
葉
産
業
時
代
の
経
済
学
に
し
か

す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
間
を
呈
し
、
「
中
胚
葉
産
業
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
い
う
情
報
み
た
い
な
も
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の
は
、
社
会
全
体
の
経
済
の
動
き
か
ら
み
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
い
う
に
足
り
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
無
視
し
て

経
済
学
を
組
み
立
て
て
も
、
い
っ
こ
う
に
さ
し
つ
か
え
が
な
か
っ
た
」
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り

の
論
考
は
、

2
0
0
 
1
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
の
指
摘
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
に
よ
る
と
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
今
日
の
情
報
経
済
学
で
「
逆
選
択
」
の
問
題
と
し
て
定
式
化

さ
れ
て
い
る
内
容
に
触
れ
て
お
り
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
偉
大

な
経
済
学
者
も
情
報
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
例
外
的
な
扱
い
で
し
か
な
く
、
情

報
の
問
題
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
る
と
経
済
分
析
が
あ
ま
り
に
複
雑
に
な
る
た
め
、
経
済
学
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
て

扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
は
、
こ
れ
を
可
能
に
し
た
と
い
う
意
味
で
、

20
世
紀
の
経
済
学
の

発
展
に
最
も
貢
献
し
た
分
野
の

1
つ
が
「
情
報
経
済
学
」
だ
と
述
べ
て
い
る
(
S
t
i
g
l
i
t
z

[
2
0
0
0
]
)

。

経
済
学
が
専
門
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
梅
悼
が

1
9
6
0
年
代
に
こ
う
し
た
発
想
を
抱
い
た
の
は
や

は
り
先
駆
的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
．
で
き
上
が
っ
た
理
論
の
枠
で
実
態
を
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
実
態
を
つ
ぶ
さ

に
観
察
し
て
壮
大
な
文
明
論
を
構
築
し
て
き
た
梅
悼
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
「
い
ま
は
情
報
が
擬
似
商
品
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
う
〔
情
報
産
業
の
時
代
に
〕
な
れ
ば
逆
に
商
品
が
擬
似
情
報
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
」

と
い
う

50年
前
の
梅
悼
の
着
想
は
、

21
世
紀
の
情
報
経
済
で
充
分
通
用
す
る
。
同
じ
素
材
を
使
い
、
同
じ
工
場
か
ら

出
荷
さ
れ
た
製
品
で
あ
っ
て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
や
ロ
ゴ
・
マ
ー
ク
な
ど
「
情
報
」
の
違
い
で
価
格
が
大
き
く
異
な
る
こ

と
を
私
た
ち
は
日
常
的
に
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
電
量
販
店
の
店
頭
に
並
ぶ
ネ
ッ
ト
・
プ
ッ
ク
、
タ
プ
レ
ッ
ト
、

高
速
無
線
端
末
な
ど
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
オ
マ
ケ
程
度
の
価
格
で
、
ソ
フ
ト
、
サ
ー
ビ
ス
、
コ
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ー
＿
ェ
ン
ゲ
ル
係
数
に
か
わ
る
の
は
何
か
？

1
9
6
0
年
代
の
日
本
と
比
べ
る
と
、
現
在
の
消
費
者
が
健
康
や
環
境
へ
の
関
心
を
一
段
と
高
め
て
い
る
よ
う
に
、

経
済
が
発
展
し
て
生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
人
々
の
嗜
好
は
変
化
し
、
消
費
支
出
の
内
容
も
変
わ
っ
て
い
く
。

こ
れ
は
需
要
サ
イ
ド
の
動
き
だ
が
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
人
々
が
求
め
る
も
の
を
う
ま
く
生
産
で
き
る
よ
う
に
供
給

サ
イ
ド
の
資
源
配
分
が
変
化
す
れ
ば
、
そ
の
社
会
の
中
核
産
業
も
次
第
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
産
業
構
造

は
需
要
サ
イ
ド
と
供
給
サ
イ
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
が
う
ま
く
か
み
合
っ
た
と
き
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
貌
を
遂
げ
る
。

4
 ＿
産
業
の
情
報
化
と
情
報
の
産
業
化

ン
テ
ン
ツ
を
核
に
し
た
収
益
化
の
仕
組
み
が
事
業
戦
略
で
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

端
末
は
な
ぜ

0
円
に
な
り
や
す
い
の
か
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
梅
悼
が

50
年
前
に
展
望
し
た
と
お
り
、
「
情
報
が
擬

似
商
品
」
と
し
て
で
は
な
く
価
値
の
実
態
と
し
て
産
業
の
中
核
に
位
置
す
る
時
代
に
は
、
「
商
品
が
擬
似
情
報
」
と

し
て
扱
わ
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
工
業
社
会
を
う
ま
く
登
り
つ
め
た
日
本
は
、
有
形
の
モ
ノ
に
対
す
る
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
(11
評
価
）
は
精
緻
だ
が
、
無
形
の
も
の
に
対
す
る
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
不
得
手
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
情
報
時

代
の
新
‘
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
は
、
思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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国~6-J エンゲル係数とペティ＝クラークの法則

（エンゲル係数：％）
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豊かさとエンゲル係数

y= -5.41 Ln(x)+64.25 
R2=0.85 
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(1人当たり GDP:ドル購買力平均）

備考：総務省統計局「世界の統計2009』をもとに作成。中東産油国を除く世界70カ国のデータ。

（農業従事者割合：％）
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ベティ＝クラークの法則

y= 25304x―O.B15 
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(1人当たり GDP:ドル購買力平均）

備考：総務省統計局「世界の統計2009」をもとに作成。中東産油国を除く世界65カ国のデータ。
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産
業
革
命
に
よ
る
農
業
の
時
代
か
ら
工
業
の
時
代
へ
の
変
化
は
、
需
要
サ
イ
ド
で
は
、
梅
悼
が
「
家
計
の
中
に
お

け
る
中
胚
葉
産
業
的
要
素
と
内
胚
葉
産
業
的
要
素
の
比
率
」
と
表
現
し
た
エ
ン
ゲ
ル
係
数
の
低
下
と
な
っ
て
現
れ
る
。

一
方
、
供
給
サ
イ
ド
で
は
、
農
業
な
ど
第
1
次
産
業
か
ら
第
2
次
産
業
（
工
業
）
や
第

3
次
産
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
）
へ
生

産
力
が
シ
フ
ト
す
る
た
め
、
第
1
次
産
業
の
就
業
人
口
割
合
が
次
第
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
有
名
な
ペ
テ
ィ
11

ク
ラ
ー
ク
の
法
則
で
あ
る
。

実
際
、
豊
か
さ
の
指
標
で
あ
る

1
人
当
た
り
G
D
P
と
対
比
し
て
冊
界
各
国
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
(
1
人
当
た
り
最
終

消
費
支
出
に
占
め
る
食
料
費
の
割
合
）
や
経
i

済
活
価
5

人
口
に
占
め
る

1
次
産
業
従
事
者
の
割
合
を
観
察
す
る
と
、
需
要
サ

イ
ド
で
は
、
豊
か
な
国
ほ
ど
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
供
給
サ
イ
ド
で
は
、
豊
か
な

国
ほ
ど

1
次
産
業
の
就
業
人
口
割
合
が
低
下
し
、
ペ
テ
ィ
11

ク
ラ
ー
ク
の
法
則
が
現
在
の
世
界
経
済
に
も
作
用
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
図
表
2
|
6
)
。

も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
は
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
も
ペ
テ
ィ
11

ク
ラ
ー
ク
の
法
則
も
、
経
済
発
展
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
生
活
と
生
存
の
基
盤
で
あ
っ
た
「
農
業
が
衰
退
す
る
」
様
子
を
測
っ
て
い
る
た
め
、
新
し
い
産
業
の
勃
興
を
追
い

求
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
従
来
の
産
業
の
衰
退
を
み
と
ど
け
る
と
い
う
印
象
が
強
く
な
る
。
こ
う
し
た
提
示
の
仕
方

で
は
、
ど
う
し
て
も
指
標
に
「
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
」
が
つ
き
ま
と
う
が
、
商
品
の
擬
似
情
報
化
と
い
う
「
虚
業

観
念
の
居
直
り
」
を
唱
え
た
梅
悼
は
、
情
報
化
に
よ
っ
て
「
外
胚
葉
的
要
素
の
占
め
る
割
合
」
が
「
し
だ
い
に
増
大

す
る
」
と
い
う
「
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
」
で
こ
の
変
化
を
取
り
上
げ
た
。
工
業
時
代
の
全
盛
期
に
あ
っ
て
、
情
報
化

の
進
展
を
製
造
業
の
衰
退
11

工
業
の
比
率
低
下
と
し
て
で
は
な
く
、
知
識
・
情
報
関
連
活
動
の
拡
大
と
い
う
、
次
の

o s 5 I 第2章 情報化社会はどう展望されてきたか—未来論から現実論へ

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



2
一
産
業
の
情
報
化
と
は
何
か

た
だ
し
、
い
つ
の
時
代
も
そ
う
だ
が
、
新
領
域
を
数
値
化
し
て
統
計
的
に
と
ら
え
る
の
は
至
難
の
業
と
い
え
る
。

新
し
い
経
済
活
動
は
既
存
の
枠
に
は
収
ま
ら
ず
、
し
か
も
当
初
は
小
さ
な
規
模
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
統
計
デ
ー
タ

の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、
数
値
情
報
と
し
て
捕
捉
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
個
々
の
研
究
者
の
努
力
で
何
ら
か

の
指
標
や
数
値
化
が
で
き
た
と
し
て
も
、
基
本
的
な
概
念
が
バ
ラ
バ
ラ
で
散
発
的
な
も
の
に
と
ど
ま
れ
ば
、
議
論
が

か
み
合
わ
ず
、
継
続
性
も
失
わ
れ
る
た
め
応
用
が
利
か
な
い
。
重
要
な
の
は
、
そ
も
そ
も
情
報
化
の
進
展
と
は
何
か
、

基
本
概
念
を
明
確
に
し
て
観
察
を
継
続
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

情
報
化
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
様
々
な
指
標
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
概
念
を
整
理
す
る
と
次

の
2
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
つ
は
、
情
報
産
業
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て
、
原
料

や
素
材
な
ど
の
単
な
る
物
的
な
投
入
に
よ
る
生
産
活
動
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や
色
や
広
告
な
ど
非
物
的
な
情
報

活
動
の
比
重
が
高
ま
る
と
い
う
「
産
業
の
情
報
化
」
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
梅
枠
の
「
商
品
が
擬
似
情
報
」
に
な
る

と
い
う
発
想
に
も
通
じ
る
も
の
で
、
林
雄
二
郎
が
今
か
ら
約
40
年
前
に
行
っ
た
次
の
考
察
が
わ
か
り
や
す
い
。

林

(
1
9
6
9
)
は
、
「
社
会
の
情
報
化
と
は
、
こ
の
社
会
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
物
財
、
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
持
っ
て
い
る
機
能
の
中
で
、
実
用
的
機
能
に
比
し
て
情
報
的
機
能
の
比
重
が
次
第
に
高
ま
っ
て

時
代
に
向
け
た
積
極
的
な
視
線
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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い
く
傾
向
を
い
う
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
商
品
の
情
報
化
」
と
し
て
万
年
筆
を
例
に
あ
げ
、
商
品
と
し
て
売
れ
る
た

め
に
は
、
「
字
を
書
く
」
と
い
う
実
用
的
機
能
に
加
え
て
、
「
色
、
手
ざ
わ
り
、
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
「
字
を
書
く
機
能

と
は
直
接
か
か
わ
り
が
な
い
」
付
随
的
機
能
11
情
報
的
機
能
が
必
要
で
、
「
売
れ
る
か
売
れ
な
い
か
の
カ
ギ
は
、
情

報
的
機
能
」
に
こ
そ
あ
る
と
論
じ
た
。
彼
は
、
消
費
者
の
購
買
動
機
に
関
す
る
調
壺
か
ら
「
情
報
的
動
機
が
商
品
の

購
買
動
機
と
し
て
、
き
わ
め
て
高
い
比
重
を
も
っ
て
お
り
、
実
用
的
動
機
は
概
ね
そ
れ
に
劣
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
消
費
者
の
嗜
好
に
う
ま
く
対
応
し
よ
う
と
す
れ
ば
「
す
べ
て
の
産
業
は
そ
れ
ぞ
れ
な
に
が
し
か
ず
つ
情
報

産
業
化
し
て
」
い
か
ざ
る
を
得
ず
、
突
き
詰
め
る
と
「
全
産
業
が
情
報
化
す
る
」
こ
と
に
な
る
。

3
＿
情
報
の
産
業
化
と
は
何
か

2
つ
目
は
「
情
報
の
産
業
化
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
傾
向
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
広
告
な
ど
情
報
関
連
の
活
動
が
多
く

の
企
業
や
産
業
で
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
活
動
を
専
門
に
引
き
受
け
る
新
し
い
企
業
が
生
ま
れ
、
そ
れ

ら
の
企
業
が
群
を
成
し
て
産
業
を
興
し
経
済
全
体
の
中
で
比
重
を
高
め
て
い
く
。
確
か
に
、
ア
マ
ゾ
ン
、
グ
ー
グ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
楽
天
な
ど
現
在
華
々
し
く
事
業
展
開
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
は
、

15
年
前
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
細
々
と
し
た
活
動
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
情
報
技
術
革
新
に
促
さ
れ
て
、
今
で
は

ネ
ッ
ト
関
連
の
経
済
活
動
が
あ
る
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
つ
独
立
し
た
産
業
を
形
成
し
発
展
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
日
本
の
広
告
市
場
の
動
向
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
告
は
、
当
初
は
一
般
企
業
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の
オ
フ
ィ
ス
の
片
隅
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ナ
ー
広
告
な
ど
を
制
作
す
る
と
い
う
よ
う
な
小
さ
な
活
動
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
次
第
に
独
立
し
た
企
業
群
を
形
成
し
、

2
0
0
 4年
に
は
ラ
ジ
オ
広
告
を
、

2
0
0
 
6
年
に
は
雑
誌

広
告
を
、
さ
ら
に

2
0
0
 9年
に
は
新
聞
広
告
を
そ
れ
ぞ
れ
上
回
る
産
業
へ
と
成
長
し
、
現
在
で
は
テ
レ
ビ
広
告
に

次
ぐ
勢
い
に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

4
一
両
者
の
違
い
を
産
業
連
関
表
で
考
え
る

「
産
業
の
情
報
化
」
と
「
情
報
の
産
業
化
」
の
両
面
か
ら
情
報
化
の
進
展
を
と
ら
え
、
し
か
も
数
値
化
し
て
分
析
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
手
法
の

1
つ
が
産
業
連
関
表
に
よ
る
分
析
で
あ
る
。
情
報
分
野
の
経
済
活
動
に
関
す
る
統
計
が
整
備
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
産
業
連
関
表
の
内
容
も
ど
ん
ど
ん
「
情
報
化
」
し
て
い
る
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、

2
0
0
 9年
3
月
に
公

刊
さ
れ
た
最
新
の
産
業
連
関
表
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
が
新
た
な
産
業
部
門
と
し
て
登
場
し
て
い

る。
図
表
2
ー

7
は
産
業
連
関
表
の
概
念
図
だ
が
、
こ
の
マ
ト
リ
ク
ス
を
タ
テ
方
向
（
投
入
表
）
に
み
る
と
、
例
え
ば
自

動
車
産
業
で
は
車
の
生
産
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
経
済
資
源
が
投
入
さ
れ
て
い
る
か
1

鉄
鋼
製
品
や
ゴ
ム
製
品

や
ガ
ラ
ス
製
品
を
い
く
ら
使
い
、
広
告
に
い
く
ら
か
け
た
か
な
ど
の
投
入
構
造
ー
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
ヨ
コ
方
向
（
産
出
表
）
に
み
る
と
、
例
え
ば
半
導
体
な
ど
の

I
T
部
材
が
ど
の
産
業
の
生
産
活
動
で
い
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三産業連関表で考える「産業の情報化」と 「情報の産業化」

で
か
こ
る
表

ど
れ
出

が
さ
産

品
~＇ ，

 

ヒ

・

"

5

5

『

一

中

ほ

業

＂

告広

。
産

~

m
 
動
・・・・………

．＂：
．．．．．

．．．．．．．．． 

:
」J

産業

独立したm、

情報の産業化

付加編•

＋建設＋…

▼ 
投入表

囮雇用者報酬＋営業余剰＋資本減耗＋・・

自動車がどの産業からの材料（投入）で生産され、生み出された付加価値がどう分配されるか

く
ら
使
わ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
広
告
や
情
報
処
理
な
ど
ー

T
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
活
動
が
ど
の
産
業
で
ど
の
く
ら
い
必
要

と
さ
れ
て
い
る
か
、

産
業
部
門
ご
と
に
需
要
先
の
構
成
を
追
う
こ

と
が
で
き
る
。

産
業
連
関
表
の
こ
う
し
た
仕
組
み
を
う
ま
く
使
う
と
、
様
々

な
産
業
に
お
け
る
情
報
投
入
ー

例
え
ば
、
広
告
費
や
情
報
処

理
に
い
く
ら
費
用
が
か
か

っ
た
か

l

|
の
変
化
を
追
う
こ
と
で

「
産
業
の
情
報
化
」
を
計
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に、

「情
報
の
産
業
化
」
と
い
う
点
で
は
、

I
T
に
関
連
し
た
い
く
つ

か
の
財

・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
活
動
を

1
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、

情
報
産
業
の
規
模
や
そ
の
波
及
効
果
な
ど
を
計
測
す
る
道
も
拓
か

れ
る
。
か
つ
て
は
未
来
論
、
文
明
論
的
に
語
ら
れ
て
き
た

「情
報

化
社
会
」

を
客
観
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
体
系
的
に
分
析
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

情
報
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
私
た
ち
の
社
会
を
巨
視
的
に
と
ら
え、

経
済
や
産
業
の
変
貌
を
描
く
と
い
う
点
で
、
情
報
化
社
会
論
は

経
済
発
展
論
や
産
業
構
造
論
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
た
だ
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［図表2-87「発展」をめぐる情報化社会論の展開

未＇論・文明論的発展論|
「発展」とは何かを問うことに

-・・・--・-・・-・・-------・・-・・・----・・--・-・・・・-・・-

：：和i疇厨？．．：I 産業構造論 卜→I産業の情報化／情報の産業化

情報化の数値化と測定

し
、
そ
の
一
方
で
、
分
析
の
対
象
に
曖
昧
さ
を
残
し
た
気
宇
壮
大
な
議
論
も
多
く
、
中
に
は

奇
想
天
外
な
見
解
も
あ
っ
て
、
実
証
分
析
に
は
な
じ
ま
な
い
面
が
多
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ

る
。
だ
が
、
財
の
生
産
に
つ
い
て
単
に
物
的
な
価
値
11
実
用
的
機
能
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ

ン
、
色
、
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
非
物
的
価
値
11
情
報
的
機
能
が
重
要
性
を
増
し
(11
産
業
の
情
報

化
）
、
そ
の
こ
と
が
広
告
、
放
送
、
出
版
、
調
査
・
研
究
と
い
っ
た
情
報
関
連
産
業
の
成
長

基
盤
に
な
る
(11
情
報
の
産
業
化
）
と
い
う
概
念
整
理
と
並
行
し
て
、
数
値
化
の
努
力
も
地
道
に

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

と
り
わ
け
、

1
9
8
0
年
代
以
降
は
、
産
業
連
関
表
な
ど
を
用
い
た
実
証
分
析
が
活
発
に

な
り
、
情
報
化
社
会
論
は
定
性
的
な
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
定
量
的
な
分
析
に
基
づ
く
議
論

へ
も
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
実
証
分
析
が
深
ま
る
う

ち
に
「
情
報
化
の
進
展
は
本
当
に
発
展
と
い
え
る
の
か
」
と
い
う
思
い
が
け
な
い
疑
問
が
生

ま
れ
た
。
情
報
化
が
進
め
ば
経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
と
い
う
分
析
結
果
が
導
か
れ
た
か
ら
で

あ
る
（
図
表
2
1
8
)
。
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ー
＿
政
府
も
力
を
入
れ
た
実
態
把
握
の
取
り
組
み

産
業
や
経
済
の
実
証
分
析
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
統
計
資
料
な
ど
の
数
値
情
報
が
豊
富
に
揃
う
旧
通
商
産
業
省

や
旧
経
済
企
画
庁
と
い
っ
た
経
済
官
庁
の
取
り
組
み
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
情
報
化
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
廣
松
・
大
平

(
1
9
9
0
)
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
官
庁
で
は
既
に

1
9
6
0
年
代
半
ば
か
ら
情
報
化
を
テ
ー
マ

に
し
た
審
議
会
答
申
や
各
種
の
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
情
報
化
が
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
証

左
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

当
時
の
日
本
は
、
敗
戦
後
の
混
乱
か
ら
立
ち
上
が
り
、
欧
米
先
進
諸
国
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と
に
懸
命
な
努

力
を
重
ね
て
い
た
。
将
来
の
有
望
産
業
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
も
、
ま
た
、
経
済
全
体
の
成
長
戦
略
を
練
る
観
点
か

ら
も
、
情
報
関
連
市
場
の
需
要
見
通
し
と
そ
の
拡
大
に
伴
う
産
業
構
造
や
就
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
産
業
政
策
や
経
済
政
策
に
軸
足
を
置
い
た
問
題
意
識
は
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
情
報
化
の
実
証
研

究
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
日
本
の
定
量
分
析
で
は
、
梅
柿

(
1
9
6
3
)
ら
が
展
望
し
た
「
情
報
化
社
会
」

が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を
「
情
報
の
産
業
化
」
や
「
産
業
の
情
報
化
」
と
い
う
側
面
か
ら
明

5
 一
情
報
化
す
れ
ば
経
済
は
停
滞
す
る
？
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ら
か
に
す
る
点
に
主
眼
が
置
か
れ
、
情
報
に
関
連
し
た
産
業
活
動
や
雇
用
機
会
が
拡
大
し
て
い
く
様
子
を
統
計
デ
ー

タ
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
政
策
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う
関
係
が
築
か
れ
た
。

2
＿
数
字
で
み
る
日
本
経
済
の
情
報
化

情
報
化
の
実
証
分
析
に
関
す
る
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
み
る
と
、
そ
の
源
流
は
米
国
に
た
ど
り
着
く
。
マ
ハ

ル
ー
プ

(
1
9
6
2
)
は
米
国
で
知
識
の
生
産
・
流
通
活
動
に
多
く
の
資
源
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、

様
々
な
角
度
か
ら
経
済
全
体
に
占
め
る
「
知
識
産
業
」
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
定
量
的
に
示
し
、
ポ
ラ
ト

(
1
9
7
7
)
は
そ
れ
を
さ
ら
に
精
緻
化
し
て
情
報
化
指
標
を
作
成
し
た
。

情
報
（
あ
る
い
は
知
識
）
産
業
の
定
義
や
具
体
的
な
計
測
方
法
等
で
は
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
の
実
証
研
究
は

こ
れ
ら
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
．
っ
た
。
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
大
平
(
1
9
8
2
)
は
、
ボ
ラ
ト
の
手
法
を
日
本

に
適
応
し
て
情
報
化
の
進
展
度
を
計
測
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
大
平
は
、
さ
ら
に
独
自
の
産
業
連
関
分
析
を
加
え
て
、

サ
ー
ビ
ス
・
情
報
産
業
が
自
立
的
な
物
財
産
業
の
活
動
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
情
報
職

業
就
業
者
の
割
合
を
も
と
に
、
日
本
の
情
報
化
が

1
9
8
0
年
の
段
階
で
米
国
と
の
間
に

10
年
以
上
の
開
き
が
あ
る

こ
と
も
示
し
て
い
る
。

一
連
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
廣
松
・
大
平
(
1
9
9
0
)
は
日
本
の
産
業
を
放
送
、
広
告
、
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
な

ど
情
報
財
の
生
産
を
行
う
狭
義
の
「
情
報
産
業
」
、
情
報
活
動
に
利
用
さ
れ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
端
末
機
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器
製
造
や
通
信
な
ど
の
「
情
報
支
援
産
業
」
、
そ
れ
以
外
の
一
般
産
業
群
か
ら
な
る
「
非
情
報
産
業
」
に

3
分
類
し

た
上
で
、
新
し
い
視
点
と
し
て
一
般
企
業
の
組
織
内
情
報
活
動
を
視
野
に
入
れ
て
、
よ
り
体
系
的
、
包
括
的
な
マ
ク

ロ
実
証
分
析
を
行
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

1
9
8
5年
に
お
け
る
情
報
産
業
の
中
間
投
入
を
含
め
た
総
産
出
額
は

27
兆
円
、
こ
れ
に
情
報

支
援
産
業
を
加
え
た
広
義
の
情
報
関
連
で
は
総
産
出
額
が

79
兆
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
分
析
結
果
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
一
般
企
業
の
組
織
内
情
報
部
門
の
費
用
総
額
が
こ
れ
ら
を
は
る
か
に
上
回
る

1
1
7兆
円
の
規
模
に
達
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
企
業
に
お
け
る
情
報
活
動
の
拡
大
(11
産
業
の
情
報
化
）
が
情
報
産
業
の
発
展
(11
情
報
の
産
業
化
）

を
促
し
て
い
る
構
図
が
具
体
的
な
数
値
情
報
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

日
本
の
情
報
化
は
そ
の
後
も
一
段
と
進
ん
だ
。
同
様
の
分
析
を
行
っ
た
飯
沼
・
大
平
・
増
田

(
1
9
9
6
)
に
よ
る

と、

1
9
9
0
年
に
は
情
報
産
業
の
総
産
出
額
が

34兆
円
と

5
年
間
で

26
％
増
加
し
、
こ
れ
に
情
報
支
援
産
業
を
加

え
た
広
義
の
産
業
規
模
で
み
る
と
、
同
40
％
増
の

1
1
0
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
般
企
業
の
組
織
内
情

報
活
動
に
か
か
る
総
費
用
は

5
年
間
で

48
％
増
加
し
て

1
7
3兆
円
の
規
模
に
拡
大
し
て
い
る
。

1
9
8
0
年
代
後

半
の

5
年
間
で
、
情
報
関
連
の
産
業
規
模
は
約

3
ー
4
割
拡
大
し
て
お
り
、
「
情
報
の
産
業
化
」
は
、
も
ち
ろ
ん
順

調
に
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
一
般
企
業
に
お
け
る
情
報
活
動
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
、
「
産
業
の
情
報

化
」
が
急
速
な
ペ
ー
ス
で
進
展
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
の
実
証
分
析
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
情
報
の
産

業
化
」
と
「
産
業
の
情
報
化
」
が
車
の
両
輪
の
よ
う
に
う
ま
く
か
み
合
い
、
急
速
に
「
情
報
化
社
会
」
へ
突
き
進
ん

で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
厄
介
な
疑
問
が
生
ま
れ
た
。
情
報
関
連
産
業
の
成
長
や
一
般
企
業
の
情
報
活
動
の
増
大
は
、

確
か
に
「
情
報
化
」
の
進
展
度
を
測
る
重
要
な
指
標
で
あ
る
が
、
別
の
見
方
を
す
る
と
、
そ
れ
が
最
終
的
な
付
加
価

値
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
、
経
済
活
動
の
中
で
情
報
費
用
と
い
う
新
し
い
コ
ス
ト
が
増
大
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
と
い
え
る
。
林

(
1
9
6
9
)
に
準
じ
る
と
、
万
年
筆
の
生
産
の
た
め
に
、
デ
ザ
イ
ン
料
や
広
告
費
を
よ
り
多
く

か
け
た
結
果
、
高
コ
ス
ト
構
造
と
な
っ
て
収
益
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
こ
と
が
、
マ
ク
ロ
的
に
も
起
き
て
し
ま
う
と
い

う
話
で
あ
る
。

一
般
に
、
中
心
産
業
が
工
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
や
情
報
産
業
へ
と
移
っ
て
い
く
「
ソ
フ
ト
化
」
や
「
情
報
化
」
は
、

そ
れ
自
体
で
五
経
済
発
展
ク
の
証

t
さ
れ
る
が
、
こ
の
見
方
に
は
注
意
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
飯
沼
・
大

平
・
増
田

(
1
9
9
6
)
の
次
の
指
摘
が
的
を
射
て
い
る
。

情
報
活
動
と
は
、
〔
中
略
〕
経
済
活
動
に
と
っ
て
手
段
で
あ
っ
て
も
目
的
で
は
な
い
。
〔
中
略
〕
わ
れ
わ
れ
が
パ
ソ

コ
ン
や
ソ
フ
ト
を
購
入
し
利
用
す
る
の
は
、
そ
の
ほ
う
が
バ
ソ
コ
ン
が
な
い
と
き
よ
り
も
一
層
効
率
よ
く
仕

事
が
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
〔
中
略
〕
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
産
業
全
体
あ
る
い
は
国
民
経
済
全
体
に
な
れ
ば
、
そ
の
見
方
に
変
化
が
生
じ
、
情
報

3
＿
果
た
し
て
情
報
化
の
進
展
は
発
展
と
い
え
る
の
か
？
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産
業
や
情
報
活
動
の
成
長
が
そ
の
経
済
に
と
っ
て
あ
た
か
も
経
済
発
展
の
成
果
で
あ
る
よ
う
に
錯
覚
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。
つ
ま
り
、
情
報
化
と
い
う
手
段
を
目
的
視
す
る
と
い
う
間
違
い
を
暗
黙

の
う
ち
に
犯
し
う
る
。
情
報
産
業
の
発
展
が
持
つ
、
そ
の
経
済
に
と
っ
て
の
意
味
付
け
は
こ
こ
で
の
議
論
と

は
別
の
次
元
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
は
、
生
産
的
情
報
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
消
費
的
情
報
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
当
た
ら
な
い
が
、

バ
ラ
色
の
情
報
化
社
会
論
が
見
落
と
し
が
ち
な
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
大
平
(
1
9
8
2
)
に
よ
っ

て
早
い
段
階
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
が
中
心
と
な
る
情
報
部
門
は
、
物
的
生
産
が

中
心
と
な
る
非
情
報
部
門
に
比
べ
て
労
働
生
産
性
が
低
く
、
両
部
門
の
生
産
性
格
差
を
単
純
に
当
て
は
め
れ
ば
、
情

報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
「
情
報
部
門
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

G
N
P
全
体
の
成
長
率
の
低
下
を
招
く
」
と
い

う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
直
面
す
る
。

情
報
化
の
進
展
に
よ
っ
て
経
済
効
率
が
低
下
す
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
情
報
部
門
の
労
働
生
産
性
を
引
き
上
げ
る
エ

夫
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
こ
そ
が
、
か
つ
て
い
わ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

(
O
A
化
）
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
情
報
化
投
資
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
化
に
関
す
る
実
証
分
析
で
は
、

情
報
産
業
の
拡
大
と
い
っ
た
最
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
導
入
し
利
活
用
す
る
一
般
産
業
の
効
率
性
に
焦
点
を

当
て
た
「
生
産
性
分
析
」
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
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4
＿
日
米
で
異
な
る
生
産
性
論
争
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ほ
う
は
い

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
海
の
向
こ
う
の
米
国
で
も
、
情
報
化
に
よ
る
経
済
成
長
に
懐
疑
的
な
見
方
が
彰
涛
と
わ
き
起

こ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ソ
ロ
ー
の
生
産
性
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
日
本
と
米
国

で
は
「
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
若
干
異
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
は
、
大
平
(
1
9
8
2
)
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
労
働
生
産
性
の
低
い
情
報
産
業
の
拡
大
は
、
経
済
全

体
の
発
展
や
成
長
に
は
必
ず
し
も
寄
与
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
間
題
提
起
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
日
本
の

実
証
分
析
が
情
報
に
関
連
し
た
「
産
業
の
拡
大
」
を
主
な
対
象
と
し
て
き
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
他
方
、
米
国
の

実
証
分
析
で
は
、
一
般
企
業
に
お
け
る

I
T
と
い
う
新
技
術
の
「
導
入
効
果
」
に
関
心
が
集
ま
り
、
様
々
な
産
業
に

お
け
る
「

I
T
利
用
」
が
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
日
本
で
は
、
情
報
化
に
よ
っ
て
関
連
産
業
へ
の
「
需
要
」
が
ど
の
程
度
「
量
的
に
拡

大
」
し
、
産
業
構
造
が
ど
う
変
貌
し
て
い
く
か
、
産
業
政
策
や
経
済
政
策
の
観
点
か
ら
も
関
心
が
も
た
れ
た
の
に

対
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
関
心
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
経
済
分
析
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
米
国
で
は
、
「

I
T
利
用
」

を
目
的
に
実
行
さ
れ
た
民
間
企
業
の
投
資
が
「
供
給
サ
イ
ド
」
の
「
効
率
性
」
を
ど
の
程
度
高
め
る
の
か
、
そ
の
投

資
効
果
が
主
な
関
心
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
、
「
産
業
」
「
需
要
サ
イ
ド
」
「
量
的
拡
大
」
が
主
な
関
心
だ
っ

た
の
に
対
し
て
、
米
国
で
は
、
「
利
用
」
「
供
給
サ
イ
ド
」
「
効
率
性
」
に
関
心
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
生
産
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
新
展
開
に
つ
な
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が
っ
た
。
度
々
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
応
用
と
し
て
緻
密
な
論
理
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
「
情
報

経
済
学
」
と
気
宇
壮
大
な
文
明
論
に
ま
で
広
が
る
「
情
報
化
社
会
論
」
と
の
間
に
は
埋
め
が
た
い
溝
が
あ
っ
た
が
、

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
学
者
ら
を
交
え
た
論
争
に
よ
っ
て
、
生
産
性
や
経
済
成
長
と
い
っ
た
主
流
派
の
マ

ク
ロ
経
済
学
者
が
関
心
を
寄
せ
る
領
域
へ
と
導
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
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